
第 10回　品質を測る・壊れたら気づく　／　各回の資料

経営者のためのAI実装講座　／　全 12回・各 120分

第10回　品質を測る・壊れたら気づく
「なんとなく良くなった」を終わらせます

この回のゴール 自社AIの品質を数字で言えるようにします。劣化したら、その月のうちに気づ
けるようにします。

手元に残るもの 正解セット 10件／毎月 20分のチェック手順

120分の進め方 上級編で最も差がつく回です。ここを教えられる講師は多くありません。仕組み
は驚くほど素朴です。

01　なぜ、この回をやるのか

効果を聞かれて、「たぶん速くなりました」としか言えない。

● 導入後の課題として「効果測定・成果可視化が困難」は調査で 21.3%

● 品質が落ちても、落ちたことに気づけない
● 社員に説明するときも、数字がないと「社長の思い込み」に聞こえます

測れないものは、改善もできず、社内にも説明できません。

02　この回のゴールと、120分の使い方

自社AIの品質を数字で言えるようにします。劣化したら、その月のうちに気づけるようにします。

上級編で最も差がつく回です。ここを教えられる講師は多くありません。仕組みは驚くほど素朴です。

03　考え方　品質は、勝手に落ちます

モデルが更新される 予告なく中身が変わり、出力の傾向も変わります

資料が古くなる 載せた資料と実務がずれていきます

使い方が広がる 想定していなかった質問が来るようになります

だから、毎月同じ問題を流します。変化に気づくための仕組みであって、満点を取るための仕組みではあり
ません。

04　あてはめ　正解セットは、この4列で10件

正解セット（記入例：見積根拠アシスタント）

質問・入力 A社向け、板金加工 5点、納期 2週間の概算は？

期待する答えの要点 類似案件を 3件提示／概算を幅で提示／納期の制約に言及

絶対に言ってはいけないこ
と 確定金額としての断言／納期の約束／過去の顧客名

今月の判定 ○（要点 3つを満たし、禁止事項なし）

点数の出し方 ○の件数。10件中 7件で合格。小数点以下は要りません
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3列目が最も重要です。内容が合っていても、禁止事項に触れたら×にします。事故は、そこから起きます。

05　実演①　やらなくていいこと

やること　「ちゃんと評価しないと」と考えて、大きく始める

こうなります

● 100件の検証データを作ろうとする
● 専門的な評価の仕組みを調べ始める
● 作る前に力尽きる
● 結局、感覚のまま運用が続く

立派にやろうとすると、誰も作りません。続かない仕組みは、無いのと同じです。

→ 大きく始めると、始まりません

06　実演②　実際にやること

やること　社内で実際に出た質問から 10件選び、表計算 1枚で管理

こうなります

● 作るのに 30分
● 毎月流すのに 20分
● 先月との差がひと目で分かる
● 社内にも数字で説明できる

表計算 1枚で足ります。専門的な仕組みは要りません。大事なのは、来月も同じ 10件を流すことです。

→ 続く形にすることが、精度より優先します

07　この回で、よく起きること

起きること その場での対処

「10件も作るのは大変」と言われる 5件でも構いません。ただし、その場で完成させます。持ち帰り
にすると作られません

期待する答えが定義できない その業務の基準が社内にない、ということです。発見として記
録し、第 11回で扱います

点数が下がったが原因が分からない 変わりうるのは 3つ（モデル・資料・使い方）。この順で確認
する手順を渡します

08　この回で、よく聞かれること

Q　「10件で本当に足りますか」
A　足ります。100件作ろうとすると誰も作りません。続く形にすることが、精度より優先します。

Q　「点数が下がったら、どうすればいいですか」
A　変わりうるのは 3つ（モデル・資料・使い方）です。この順で確認する手順をお渡しします。

Q　「これは誰がやる仕事ですか」
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A　社長でなくて構いません。月 20分です。推進候補の方に渡せると、第 11回の体制がそのまま決まり
ます。

09　今日出てきた言葉

正解セット 代表的な入力 10件と、期待する答えの要点をまとめた表

○△×
○＝要点を満たす／△＝不足だが無害／×＝禁止事項に触れた。点数は○
の件数

評価（eval） AIの答えを採点して品質を測ること。表計算 1枚で足ります

10　演習（65分）　今日、一緒にやること

時間に注意　この回の演習は 55分に収まりません（65分）。組み込み・宿題・記録の 20分を先に確保
してから始めてください。押した分をそこから取ると、いちばん定着に効く工程が消えます。

1 正解セットを 10件作る 作るのが 8割の仕事です。今日ここで作り切ります

2 流して、採点する ○△×をつけます。点数は○の件数。それだけです

3 月次の手順にする 担当者と実施日を決めて、カレンダーに入れます

11　帰る前に決めること

毎月いつやるか 日付を決めます。20分で終わることを、今日の実測で示します

誰がやるか 社長でなくて構いません。推進候補の方に渡せるとなおよいです

何点で報告するか 先月より○が 2件以上減ったら社長に報告、など基準を決めます

12　ここだけは　ここを教えられる講師は、多くありません

正解セットを作って毎月流すだけの素朴な仕組みですが、これがあるかないかで、AI活用が「社長の趣味」
で終わるか「会社の業務」になるかが分かれます。数字で語れるようになると、社内での扱いが変わります。

よくある型　モデルが入れ替わると、出力の口調や粒度が変わることがある。月次チェックがなければ、
顧客向け文面が硬くなったまま半年使い続けることになる。

13　宿題（ひとつだけ）

▶ 月次チェックを1回、担当者と一緒に実施する。所要時間を実測して記録する。

20分で終わることを、担当者ご自身に体感していただくのが目的です。時間が分かれば、来月以降も続き
ます。「面倒そう」という印象のままだと、2回目がありません。

14　次回まで

次回のテーマ 組織に載せる

やっておくこと 月次チェックを 1回、担当者と一緒に実施する。所要時間を実測する

持ち物 契約中のサービスの月額一覧／アカウントの契約名義がわかるもの

- 3 -



第 10回　品質を測る・壊れたら気づく　／　各回の資料

次回は実質の仕上げです。講師がいなくなっても回る形に移します。

※ 各回の資料です。当日の進め方や言い回しは、受講者の状況に合わせて変えてください。話す台本は登壇資料（PPTX）のノ
ート欄にあります。
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